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令和７（2025）年度 学生生活実態調査結果 

 

Ⅰ．調査時期、対象者数 

１．実施期間：令和８年１月～３月（WebClass でのアンケート） 

２．対象者数・回答者数及び回答率 

   対象者：令和７年度在学生（休学者を除く令和８年１月１日に在学している者） 

  
看護学科 医療介護福祉学科 

合計 
１年次生 ２年次生 ３年次生 学科計 １年次生 ２年次生 ３年次生 学科計 

対象者数：人 79 85 92 256 4 7 10 21 277 

回答者数：人 75 78 59 212 4 7 10 21 233 

回答率：％ 94.9 91.8 64.1 82.8 100 100 100 100 84.1 

 

Ⅱ．アンケート結果 

（有効回答者数 NS205～212 CW21） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表中の略称について 

NS：看護学科 

CW：医療介護福祉学科 

61.2%

60.2%

71.4%

19.0%

19.9%

9.5%

16.8%

17.1%

14.3%

1.3%

0.9%

4.8%

1.7%

1.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q1 現在の住居について

１．自宅

２．下宿、アパート

３．中山下レジデンス

４．このはな寮

５．その他（親戚、知人宅など）

46.4%

46.2%

47.6%

4.7%

4.2%

9.5%

19.7%

19.8%

19.0%

27.0%

27.4%

23.8%

2.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q2岡山キャンパスへの主な通学方法

１．電車

２．バス

３．自転車

４．徒歩

５．その他（自動車、自動二輪、その他）

27.5%

27.8%

23.8%

20.2%

20.3%

19.0%

31.3%

32.5%

19.0%

20.2%

18.4%

38.1%

0.9%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q3 岡山キャンパスへの通学所要時間（片道）

1．10分未満 2． 10分～30分未満

3．30分～1時間未満 4．1時間～2時間未満

5．2時間以上

11.2%

12.3%

0.0%

58.4%

56.6%

76.2%

1.7%

1.4%

4.8%

7.3%

7.5%

4.8%

8.6%

8.5%

9.5%

12.9%

13.7%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q4今年度のアルバイトの頻度

1．週に1日している

2．週に2日～4日している

3．週に5日以上している

4．臨時的にしている

5．今はしていないが、長期の休みにはした、又はする予定

6．現在アルバイトはしておらず、当面する予定はない
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Q7 どのような条件が揃えば学園内病院アルバイトをしたいと思うか。（自由記述）全 65 件 

・給料について（高ければなど）26 件 

・時間について（アルバイト時間の調整）10 件 

・自宅との距離の問題、交通の便 7 件 

・その他（シフトの都合、服装や髪型の自由度、仕事内容、厳しさなど）22 件 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

44.8%

45.5%

38.1%

33.6%

33.2%

38.1%

11.6%

10.4%

23.8%

9.9%

10.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q8 朝食は食べているか

１．必ず食べる ２．たいていは食べる

３．あまり食べない ４．食べない

24.5%

24.0%

28.6%

60.3%

60.1%

61.9%

3.9%

4.3%

0.0%

0.4%

0.5%

0.0%

10.9%

11.1%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q5アルバイトの主な目的

1．生活費や学費など（必要な支出のため）

2．娯楽費や交際費など（楽しみのため）

3．社会経験やスキル習得など（将来に向けた成長のため）

4．その他

5．アルバイトはしていない

3.9%

4.3%

27.1%

26.9%

28.6%

0.9%

0.5%

4.8%

42.8%

44.2%

28.6%

6.6%

5.3%

19.0%

5.7%

5.3%

9.5%

13.1%

13.5%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q6主なアルバイトの内容

1．川崎学園内アルバイト（短大図書館）

2．川崎学園内病院アルバイト（総合医療センター、高齢者医療センター、附属病院）

3．（川崎学園内の病院を除く）病院関係

4．福祉施設関係

5．飲食店

6．販売員

7．その他

8．アルバイトはしていない

36.6%

9.4%

5.4%

6.5%

2.2%

18.1%

39.1%

37.6%

7.5%

4.3%

6.3%

1.6%

16.9%

38.8%

23.8%

33.3%

19.0%

9.5%

9.5%

33.3%

42.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

１．勉学関係

２．友人など対人関係

３．健康上の問題

４．経済的問題

５．家庭的問題

６．就職や将来の問題

７．不安や悩みはない

Q10 現在の不安や悩み

全体 NS CW

3.4%

3.3%

4.8%

49.6%

49.8%

47.6%

43.1%

43.1%

42.9%

3.9%

3.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q9 平均的な1日の睡眠時間

１．4時間未満 ２．4～6時間未満

３． 6～8時間未満 ４． 8時間以上

33.3%

4.0%

29.0%

0.7%

11.6%

31.5%

33.3%

3.1%

28.2%

0.4%

11.0%

31.4%

33.3%

14.3%

38.1%

4.8%

19.0%

33.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50%

1．友人や先輩

2．教員

3．家族

4．専門家（学生相談を含む）

5．相談せず自分で対処している

6．不安や悩みはない

Q11 不安や悩みの主な相談相手

全体 NS CW
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68.4%

71.0%

42.9%

26.0%

23.8%

47.6%

2.6%

2.9%

0.0%

3.0%

2.4%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q12 付き合える友人

１．何でも話し合える親しい友人がいる

２．多少の遠慮はあるが、親しい友人はいる

３．遊び友達はいるが、親しい友人はいない

４．遊び友達も含め、友人と呼べる人はいない

8.7%

8.1%

14.3%

4.8%

3.3%

19.0%

57.1%

57.1%

57.1%

19.0%

20.5%

4.8%

10.4%

11.0%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q13 相談室の利用

1．利用したことがあり、利用するのに抵抗はない

2．利用したことはあるが、利用するのに抵抗がある

3．利用したことはないが、利用するのに抵抗はない

4．利用したことがなく、利用するには抵抗がある

5．本学に相談室があることを知らない

45.6%

50.2%

20.8%

22.9%

23.5%

18.5%

71.4%

4.9%

2.9%

23.8%

4.4%

4.9%

0.9%

0.5%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q14 授業のある日の昼食場所

1．SORAカフェ（4階ラウンジを含む）

2．２～３階の学生ラウンジ

3．昼食時に開放される教室（自修室を含む）

4．学内のその他の場所

5．学外の飲食店

6．自宅、寮（中山下レジデンス）に帰る

7．昼食を摂っていない

1.3%

1.4%

3.5%

3.8%

4.8%

5.3%

62.6%

59.8%

90.5%

27.8%

29.7%

9.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q15 図書館の利用頻度

1．週に5回以上 2．週に３～４回

3．週に１～２回 4．ごくたまに

5．利用したことがない

31.7%

30.1%

47.6%

64.3%

65.6%

52.4%

3.9%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q16 健康支援室の利用

１．利用したことがある

２．利用したことはない

３．本学に健康支援室があることを知らない

10.0%

9.6%

14.3%

24.0%

23.6%

28.6%

45.9%

47.6%

28.6%

20.1%

19.2%

28.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q17  ボランティア活動

１．現在（積極的に）行っている

２．現在は行っていないが、これまで（入学後）に行ったことがある

３．現在は行っていないが、今後行ってみたい

４．ボランティア活動には興味がない
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Ⅲ．分析まとめと対応 

１．看護学科 

自宅から通学する学生が 60.2％と多数を占め、電車通学 46.2％が最多であった。通学時

間１時間未満が 80.6％と多かった。比較的通学環境は良好であり、多くの学生が無理のな

い範囲で通学できている。 

アルバイト状況については、「週２日～４日」が 56.6％、「娯楽費・交際費」目的が 60.1％、

「生活費目的」が 24.0％であった。多くの学生は学費ではなく生活の充実や交際費確保の

ためにアルバイトをしている。一方で、４人に１人は生活費確保のために働いており、経済

的負担を抱える学生層の存在も確認できる。また、「飲食店」44.2％、「病院アルバイト」

26.9％という結果から、学生は柔軟な勤務体制や専門性を生かせる職場を選択しているこ

とが分かる。今後も奨学金制度の周知や病院・施設アルバイト情報の提供を積極的に行う。 

睡眠時間については、半数近くの学生が６時間未満の睡眠で生活している。授業の課題や

アルバイト、定期試験、臨地実習などが重なることがあり、慢性的な睡眠不足が懸念される。 

83.4%

83.7%

81.0%

16.6%

16.3%

19.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q19 「年間キラリ賞」を知っているか

１．知っている ２．知らない

2.6%

2.4%

4.8%

13.5%

12.0%

28.6%

11.8%

11.5%

14.3%

1.3%

1.0%

4.8%

70.7%

73.1%

47.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q18 加入している部、同好会、学友会

１．医福大の部・サークル ２．短期大学の部・サークル

３．学友会 ４．その他

５．加入していない

55.4%

55.1%

6.2%

17.0%

57.6%

58.8%

0.4%

14.9%

28.6%

9.5%

76.2%

42.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1．ポータルサイトの通知

2． e-ポートフォリオの通知

3． Microsoft Teams

4． Webclassの通知

Q20 学校からの連絡について

全体 NS CW

38.0%

36.5%

52.4%

39.3%

39.9%

33.3%

12.7%

13.0%

9.5%

6.1%

6.7%

3.9%

3.8%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体

NS

CW

Q21 SNS利用の際発信される情報が適切かど

うか意識しているか

１．いつも意識している ２．たいてい意識している

３．あまり意識していない ４．意識していない

５．SNSは利用していない
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不安・悩みについては、「勉学関係」37.6％、「就職や将来の問題」16.9％で約 65％の学生

が何らかの悩みを抱えている。特に２年次生に勉学や将来や就職への不安が突出している。

３年次から始まる臨地実習や就職活動・国家試験へのプレッシャーが影響していると考え

られる。学習支援制度の充実や国家試験対策支援・就職支援の充実を図ることで学業継続意

欲の向上、留年・休学予防、就職不安の軽減を図る必要がある。 

友人関係については、「親しい友人がいる」71.0％、「多少遠慮はあるが親しい友人がいる」

23.8％であった。94.8％の学生が信頼できる友人を持っており、人間関係は良好である。一

方、「親しい友人がいない学生」が 5.2％存在するため孤立予防が必要である。 

年間行事で学生間や学年間交流ができるようにイベント内容や参加方法を考える必要が

ある。 

相談室の利用については、「利用経験なし」が 77.6％、「相談室の存在を知らない」が 11.0％、

「利用に抵抗あり」が 23.8％と認知度・利用率ともに十分とは言えない。特に「知らない」

が１割存在することは課題である。オリエンテーションでの周知強化や教員からの利用案

内を行うことで、メンタルヘルス不調の予防や早期支援につなげる。 

SNS 関連については、大学・教員からの連絡を知る媒体は「eポートフォリオの通知」58.8％、

「ポータルサイトの通知」57.6％、「WebClass の通知」14.9％、「Microsoft Teams」0.4％

であった。情報伝達手段が分散しているため学生によって確認媒体が異なるため、重要情報

の見落としリスクがある。重要事項の複数媒体配信や情報確認方法の周知が必要である。 

SNS 利用の際、発信される情報が適切かどうかの意識については、「いつも意識している・

たいてい意識している」76.4％、「あまり意識していない・意識していない」19.8％であっ

た。一定の情報モラルは身についているが、約５人に１人は十分な意識を持っていない。１

年次の SNS リテラシー講座に続く医療従事者としての情報発信教育（実例を活用したケー

ススタディ）が求められる。 

 

２．医療介護福祉学科 

本学科の学生生活実態調査の回収率は 100％であった。 

学生の生活状況を見ると、７割が自宅生であり、通学方法は約半数が電車通学であった。

通学時間は「１時間未満」が 61.8％と多数を占め、大学が駅やバスターミナルに近い立地

であることが、自宅通学の多さに影響していると考えられる。 

アルバイトについては「週２日～４日」が 76.2％と最も多く、目的は「娯楽や交際費」が

61.9％であった。一方で「生活費や学費」と回答した学生も約３割おり、学生によって置か

れている経済状況が異なることがうかがえた。アルバイトの内容は「川崎学園内病院アルバ

イト」と「飲食店」がともに 28.6％であった。 

生活習慣では、朝食を「必ず食べる」「たいてい食べる」学生が 76.2％と比較的良好であ

ったが、各学年に１～２人「あまり食べない」学生がいた。睡眠時間は４～８時間未満が大

半を占めたものの、２年次生に４時間未満の学生が１人おり、アルバイトや実習、課題負担

の影響が考えられる。これらの学生には生活リズムの調整を含めた個別支援が求められる。 

現在の不安や悩みについては「不安や悩みはない」が 42.9％であった一方、対人関係・

将来が各 33.3％、勉学 23.8％、健康 19.0％など、多くの学生が不安を抱えていた。「相談

せず自分で対処する」と回答した学生が 19.0％いた。自分で状況に向き合い、対処できて
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いる点は肯定的に捉えられる。そのうえで、必要な時には相談できる環境を整えておくこと

が重要である。 

友人関係では 90％以上が「親しい友人がいる」「多少遠慮はあるが親しい友人がいる」と

回答したが、１・２年次生に各１人「友人がいない」と答えた学生がいた。友人関係につい

ては個人差があり、一人で過ごすことを好む学生もいる。そのうえで、必要に応じて相談室

等へつなげられる体制を整えておくことが望ましいと考える。 

SNS 関連では、大学からの情報を Microsoft Teams で入手している学生が 76.2％と最も

多く、WebClass42.9％、ポータルサイト 28.6％と続いた。eポートフォリオの利用は看護学

科に比べて極端に少なかった。また、SNS の情報適切性を意識していない学生が１割おり、

今後も注意喚起が必要である。 

全体を通して、少しずつ学生の生活にも変化が表れている。今後も日常の様子を丁寧に見

守りながら、柔軟に対応しつつ学生支援につなげていくことが求められる。 

 

３．今回の調査の問題点と改善点 

本調査により、学生の生活実態や意識の特徴が明らかになった。次年度以降は経年変化を

追うため従来の形式に戻すことを学生生活支援委員会で検討しているが、今回の結果から、

学生生活や学生の意識の変化に応じて調査内容を見直す重要性を示している。今後のアン

ケート内容や実施方法の改善を図りつつ調査を継続し、学生支援の検討に生かしていく必

要がある。 

 

 

 

 


